
第３学年 小型ハードル走 

１ 単元の目標と評価規準 

 知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

目
標 

小型ハードルの行い方を知る

とともに、自己に合ったリズ

ムで走り越えることができる

ようにする。 

自己の能力に応じた課題を見つけ、

動きを身に付けるための活動を工

夫するとともに、友達に考えたこと

を伝えることができるようにする。 

小型ハードル走に進んで取り組み、

きまりを守り誰とでも仲よく運動

をしたり、場や用具の安全に気を付

けたりすることができるようにす

る。 

評
価
規
準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①小型ハードルの行い方につ

いて、言ったり書いたりし

ている。 

②小型ハードルを調子よく走

り越えることができる。 

①自己の課題を見つけ、その課題

の解決のために活動を選んでい

る。 

②友達の動きの良いところや変化

を見付けたり、考えたりしたこ

とを友達に伝えている。 

① 小型ハードル走に進んで取り組

もうとしている。 

②きまりを守り、誰とでも仲よく励

まし合おうとしている。 

③場や用具の安全を確かめている。 

 

２ 単元の指導と評価の計画 

時間 
１ 

（導入） 

２ 

（習得） 

３ 

（習得） 

４ 

（活用） 

５ 

（まとめ） 
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知・技 
① 

ワークシート 
 

② 

観察 
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態度 
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観察 

② 
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①  

観察 
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活動Ⅰ 

小型ハードルリレ

ーチャレンジ 

（チーム学習） 

 

 

 

① 単元のめあ

てや流れ、

場の使い方

などの説明 

 

② いろいろな

コースを走

る。 

 

③ 小型ハード

ルリレー 

挨拶、健康観察、準備運動 

活動Ⅰ 

小型ミニハードル走チャレンジ 

（ペアやチーム学習） 

用具・場の準備 

活動Ⅱ 

小型ハードルリレーを中心に 

（チーム対抗で） 

本時のめあてと評価項目の確認 

整理運動、健康観察、振り返り、挨拶、片付け 

オリエンテ

ーション 用具・場の説明（必要に応じて） 









３ 本時案②【習得場面①】（２時間目／５時間中） 

（１） 本時のねらい 

・小型ハードルの行い方について、知ることができるようにする。 

・場や用具の安全を確かめることができるようにする。 

（２） 本時の学習評価 
・自己の課題を見付け、その課題の解決のための活動を選んでいる。 

（思考・判断・表現） 

・きまりを守り、誰とでも仲よく励まし合おうとしている。 

（主体的に学習に取り組む態度） 

（３）学習過程 

時

間 
○学習活動      ・指導上の留意点 

評価規準及び 

評価方法 

は
じ
め 

１
０ 

分 

１ 挨拶・健康観察・準備運動 

２ 本時のめあてと評価項目の確認 

 

 

 

 

 

 
・行い方を確認するとともに、小型ハードルを越える際に課題になりやす

いポイントを確認する 
（後ろ足が引っ掛かる、ハードルの手前で小走りになる、一定の歩数で
越えられない等） 

３ 補助運動 

・股関節のストレッチ、４秒間走を扱う。 

 

 

 

 

 

な
か 

 

２
５ 

分 

４ 活動Ⅰ 小型ハードルチャレンジ  １人１台端末活用ポイント  

 ○いろいろなコースを試し、自分の課題を見付け、走りやすいコースを選

ぶ等、解決のための活動に取り組む。 

 ・活動のルールを再度説明し、確認する。 

・前時と同様にペアで活動させる。その際、「後ろ足が引っ掛かっていない

か」「ハードルの前に小走りになっていないか」「一定の歩数で超えられ

ているか」等を視点にして試したり、見合ったりして互いの課題に気付

かせる。また、端末に撮影した動画で互いの課題を確認させる。 

 ・自分の課題に気付くことができたら、走りやすいコースを選ばせたり、歩

幅を変えて試させたりする等、解決のための活動に取り組ませる。 

 ・ペアやグループ等で仲よく励まし合っている児童の姿を称賛する。 

５ 活動Ⅱ 小型ハードルリレー   

 ○小型ハードル走のコースをチームで選択し、リレーを行う。 

 ・活動Ⅰで気付いた自分の課題や解決の方法をチームで交流し、取り組む

コースを選ぶ手掛かりにさせる。その際、全員に発言させる。 

おおむね満足（観
察） 
きまりを守り、誰と
でも仲よく励まし
合おうとしている。 
十分満足 
きまりを守り、誰と
でも仲よく励ます
とともに、周りの友
達のよい姿を言っ
たり、書いたりして
いる。 
努力を要する児童
への手立て 
活動のルールを再
度説明したり、友達
と励まし合うよさ
について考えさせ
たりする。 
おおむね満足（ワー
クシート） 

ま
と
め 

 

１
０ 

分 

６ 整理運動・健康観察   

７ 振り返り         

 ○めあてについて振り返り、次時への見通しを持つ。（ワークシート※１） 

・振り返ったことを記入したり、ペアやグループで交流したりさせる。 

・周りの友達のよい姿を言ったり、解決のために活動を工夫したりしてい

る児童の姿を紹介し、望ましい姿を全体に広げる。 

・今日の学習を基に自分のミニハードルの学習の目標を立てさせる。 

８ 用具の片付け・挨拶 

自己の課題を見付
け、その課題の解決
のために活動を選
んでいる。 
十分満足 
自己の課題を見付
け、課題の解決のた
めの活動を工夫し
ている。 
努力を要する児童
への手立て 
見合う視点を確認
し、見合わせる。 

めあて きまりを守り、誰とでも仲よく励まし合いながら、自分の課題を見付け、解

決のための活動を選ぼう。 

評 価 ・自己の課題を見付け、その課題の解決のための活動を選んでいる。 
（思考・判断・表現） 

・きまりを守り、誰とでも仲よく励まし合おうとしている。 

（主体的に学習に取り組む態度） 



                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 

丸の中に表情を描い

て自己評価させる。 

数時間分のワークシ

ートを一緒すること

で、単元全体の見通

しや前時との比較を

しやすくする。 

技能のポイント等を

示し、記録できる。 

「きまりを守り、誰

とでも仲よく励まし

合うことができた

か」「自分の課題に

気付き、解決のため

の工夫したこと」等

めあてに関すること

を振り返り、記入さ

せるとよい。 














